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国
へ
の
要
請
事
項 

 

一
、
海
に
、
空
に
、
放
射
能
（
放
射
性
物
質
）
を
放
出
し
な
い
こ
と
。 

二
、
核
燃
再
処
理
工
場
の
廃
水
・
排
気
は
、
放
射
能
除
去
装
置
で

放
射
能
を
取
り
除
い
た
の
ち
に
放
出
す
る
事 

  
 
 

取
り
扱
い
団
体 

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会 

き
れ
い
で
安
全
な
海
を
守
り
ぬ
こ
う 

六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
か
ら
放
射

能
廃
液
が
下
北
の
海
に
流
さ
れ
は
じ
め

ま
し
た
。
原
発
も
大
型
化
学
工
場
も
な

く
、
き
れ
い
な
海
で
漁
業
を
営
ん
で
き
た

三
陸
の
海
が
、
汚
染
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

今
な
ら
間
に
合
う 

本
格
操
業
が
始
ま
る
前
の
今
の
う
ち

に
、
放
射
能
の
海
や
空
へ
の
垂
れ
流
し
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
国
へ
の
要
請

署
名
を
提
起
し
ま
す
。 

 

み
ん
な
で
取
り
組
も
う 

内
容
は
標
記
の
と
お
り
で
す
。
趣
旨
に

賛
同
さ
れ
る
方
は
ど
な
た
で
も
署
名
出

来
ま
す
。
署
名
用
紙
は
マ
ス
プ
リ
し
て
ど

ん
ど
ん
集
め
ま
し
ょ
う
。 

 



誰
で
も
取
り
組
め
る

運
動
で
す 

  

こ
の
署
名
運
動
は
、
趣

旨
に
賛
同
出
来
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
署
名
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
、
理
解
出
来

る
の
で
あ
れ
ば
子
ど
も
さ

ん
で
も
可
で
す
。
自
分
た

ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

関
わ
る
問
題
で
す
か
ら
。 

 
 一
、
海
に
、
空
に
、
放
射
能

（
放
射
性
物
質
）
を
放
出
し

な
い
事 

 

放
射
能
を
海
に
垂
れ
流
す

な
ど
と
云
う
こ
と
は
「
環
境

の
世
紀
」
の
現
代
に
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

「
海
に
出
し
て
し
ま
え
ば
薄

ま
る
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と

い
う
論
が
ど
う
し
て
ま
か
り

通
る
の
で
し
ょ
う
。 

食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
、
生

体
に
入
り
込
ん
だ
放
射
能
は
、

微
量
で
も
、
細
胞
に
致
命
的

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。 

 

二
、
核
燃
再
処
理
工
場
の
廃

水
・
排
気
は
、
放
射
能
除
去

装
置
で
放
射
能
を
取
り
除
い

た
の
ち
放
出
す
る
事
。 

 

再
処
理
工
場
の
放
出
放
射

性
物
質
の
か
な
り
の
部
分
は

ト
リ
チ
ウ
ム
と
ク
リ
プ
ト
ン

で
す
。
こ
の
二
つ
の
核
種
に

つ
い
て
は
、
排
出
す
る
前
な

ら
分
離･

除
去
し
環
境
に
出

さ
な
い
技
術
が
す
で
に
完
成

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
証
拠
に
、
日
本
原
燃

（
株
）
が
、
一
九
八
八
年
一

二
月
に
青
森
県
議
会
へ
提
出

し
た
資
料
の
中
の
「
再
処
理

工
場
設
置
図
」
に
は
「
ト
リ

チ
ウ
ム
、
ク
リ
プ
ト
ン
除
去

装
置
建
屋
」
が
き
ち
ん
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
何
故
か
、
国
へ
の
申
請

書
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
際
に
建
設
さ
れ
た
再
処
理

工
場
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
少
な
く
と
も
現
在
の

法
体
系
に
従
う
な
ら
ば
、
核

施
設
か
ら
の
放
射
性
廃
液
、

排
気
は
す
べ
て
、
一
般
原
発

と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
除

か
な
け
れ
ば
、
環
境
へ
放
出

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

署
名
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
下
さ
い 

 

署
名
用
紙
は
、
増
刷
し

て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

方
々
か
ら
集
め
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

「
岩
手
の
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、「
署
名
呼
び

か
け
」
の
欄
に
、「
署
名
用

紙
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。 

 
「
岩
手
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

○
岩
手
の
環
境
／
Ｒ
Ｉ
廃

棄
物
／
再
処
理 

○
ま
っ
た
再
処
理
分
庫 

h
t
t
p
:
/
/
br
i
e
f
c
as
e
.
y
a
ho
o

.
c
o
.
j
p
/
k_
i
m
a
g
 

 

集
約
は
「
岩
手
の
会
」
事

務
局
ま
で 
 

集
め
て
頂
い
た
署
名
簿

は
「
三
陸
の
海
を
放
射
能

か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
の

事
務
局
ま
で
送
付
く
だ
さ

い
。 

 

事
務
局
の
所
在
地
は 

〒
〇
二
〇
ー
〇
〇
〇
四 

盛
岡
市
山
岸
六
ー
三
六
ー
八 

 

永
田
文
夫 

宛 

電
話 〇

一
九
ー
六
六
一
ー
一
〇
〇
二 

な
お
、
こ
の
署
名
運
動

は
、
当
「
岩
手
の
会
」
と
、

岩
手
県
三
陸
海
岸
住
民
で

つ
く
る
「
豊
か
な
三
陸
の

海
を
守
る
会
」
と
協
同
し

て
、
全
国
各
地
の
市
民
や

団
体
に
呼
び
か
け
進
め
て

い
ま
す
。 

集
約
日
程 

 

七
月
の
参
議
院
選
挙
後

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

大
勢
の
方
々
の
署
名
を
携

え
て
、
内
閣
や
国
会
へ
要

請
行
動
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

集
約
日 

第
一
次
集
約 

四
月
末
日 

第
二
次
集
約 

五
月
末
日 

最
終
集
約 

 

六
月
末
日 

（
予
定)

 

多
く
の
皆
さ
ん
の
創
意

あ
る
署
名
運
動
取
り
く
み

を
御
願
い
致
し
ま
す
。 

再
処
理
工
場

 

日
本
原
燃
（
株
）
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
一
二
月
報
告
」。 

 

放
出
回
数 

五
回 

 

廃
液
量
三
二
一
一
㌔
㍑ 

 

放
出
ト
リ
チ
ウ
ム 

 
 
 
 

六
六
兆
ベ
ク
レ
ル 

（
原
発
規
制
濃
度
の
三
四
一
倍
） 

 

（
経
口
致
死
量
一
六
九
人
分
） 

 
 

ヨ
ウ
素
１
２
９ 

 
 
 

三
四
〇
〇
万
ベ
ク
レ
ル 

 
 

ヨ
ウ
素
１
３
１ 

 
 
 

一
一
〇
万
ベ
ク
レ
ル 

 

放
出
ト
リ
チ
ウ
ム
の
累
計

は
三
九
四
兆
ベ
ク
レ
ル
と
な

り
ま
し
た
。
三
月
が
近
い
の

に
昨
年
一
二
月
の
資
料
が
最

新
資
料
で
す
。 

 
 

０ 
 

０ 
 

０ 
 

◎
同
工
場
は
一
二
月
六
日
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
二
ス
テ

ッ
プ
を
終
了
し
、
一
月
二
九

日
か
ら
第
三
ス
テ
ッ
プ
に
入

り
ま
し
た
。
二
月
四
日
か
ら

八
日
ま
で
の
四
日
間
に
約
八

㌧
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
せ

ん
断
し
た
模
様
で
す
。
何
故

か
八
日
以
降
せ
ん
断
が
止
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
五
日

か
ら
ま
た
始
ま
り
ま
し
た
。 

◎
宮
古
の
漁
業
関
係
者
の
話

し
で
は
、
今
冬
の
三
陸
沖
は

暖
冬
の
影
響
か
「
キ
タ
ソ(

北

向
き
の
潮)

」
が
強
い
日
が
多

い
と
も
聞
き
ま
し
た
。
日
本

原
燃
は
四
月
以
来
の
放
出
廃

液
の
拡
散
分
布
状
況
に
つ
い

て
一
切
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

誰
も
が
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

た
も
の
を
食
べ
た
く
な
い
は
ず

で
す
。
し
か
し
国
民
が
知
ら
な

い
う
ち
に
、
巨
費
を
投
じ
て
海

に
放
射
能
を
流
す
工
場
が
本
格

操
業
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
国
民
が
こ
の
事
実

を
知
り
、「
放
射
能
の
垂
れ
流
し

は
ダ
メ
だ
」
と
声
を
挙
げ
れ
ば 

、
放
出
を
や
め
さ
せ
る
事
が
出

来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

「
今
な
ら
間
に
合
う
」。
一
人

で
も
多
く
の
署
名
運
動
へ
の
参

加
を
御
願
い
し
ま
す
。 


